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研究成果の概要（和文）：(１)舞踊における複数人の協調動作について，モーションキャプチャと多変量解析を
用いて分析した．演技者同士の相互作用，同期，タイミングの解明に取り組み，相互作用の構造を定量的に分析
した．(２)観客の存在・反応により，演技者の舞踊動作がどのように変化するか分析した．(３)遠隔２拠点間で
の身体動作コラボレーションを実現した．
(４)身体動作を舞踊譜Labanotationで記述し，動作をCGアニメーションで表示するシステムを開発した．(５)祇
園祭山鉾巡行のデジタルアーカイブを構築し，巡行動作，群衆表現と辻回しの際の鉾の揺れを再現した．(６)身
体動作データのデータベースと検索表示システムを開発した．

研究成果の概要（英文）：(1) Multi-person cooperative behavior in dance was analyzed using motion 
capture and multivariate analysis.(2) Analysis of how the actors' dancing behavior changes depending
 on the existence and reaction of the audience.
(3) Body movement collaboration between remote 2 sites was realized.(4) The system for describing 
human body motion with Dance notation called as Labanotation has been developed.(5) Digital archives
 of the Gion Festival Yamahoko-parade was developed.(6)A database of body motion data and a 
retrieval and display system has been developed.

研究分野： 情報工学
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１．研究開始当初の背景 

本研究課題の前身として，すでに，平成１６年

度より１８年度まで，１９年度より２１年度まで，さ

らに，２２年度より２５年度まで，それぞれ基盤研

究Ｂの交付を受け，この中では，モーションキャ

プチャ技術を利用して，無形文化を対象とした，

さまざまな観点から研究を行ってきていた．これ

ら，および本研究の長期的な目標は，主に日本

における無形文化財の身体動作の情報を，デ

ジタル技術によって計測・保存し，継承するとと

もに，蓄積された多くの動作データを定量的・定

性的に解析することによって，人間にとって舞踊

や芸能とは何かについて解明しようとすることで

あった． 

具体的な成果としては，（１）モーションキャプ

チャによる日本舞踊の動作データから，動作を

表現する特徴量を抽出し，これにより動作・舞踊

家の識別などが可能なことが確認できた．（２）ラ

バン動作解析(LMA)の考え方を利用して，動作

データからその動作の「質」を表現する特徴量を

抽出することができた．（３）動作の類似性などに

基づく舞踊動作の検索手法を開発した．（４）連

続した舞踊の切れ目をみつけるセグメンテーショ

ンの手法を開発し評価した．（５）キャプチャした

伝統芸能を再現するのにふさわしい環境として，

能舞台や歌舞伎小屋の精密なＣＧ復元を行い，

この上で舞踊のアニメーションを作成した．（６）

キャプチャした動作データを利用し，リアルタイ

ム仮想ダンスコラボレーションを行うための動作

認識などの技術開発を行った．（７）筋電図や足

底圧，眼球運動の情報を計測し，動作との関連

を解析した．（８）身体動作の特徴と動作が観察

者に与える感性的要素との関連について明らか

にし，動作特徴と感性情報との関連性を導いた．

（９）以上の成果を生かして，能や日本舞踊など

の伝統的な舞踊，アジアやアフリカなどの民族

舞踊，現代の若者に人気のヒップホップダンスな

どを対象としたものなど，動作分析研究の範囲

を拡大してきた． 

(10) また，以上の成果を受け，海外では失わ

れたイタリア・ポンペイの生活や，米国の民衆芸

能「ボードビル」を，その劇場，演目，演技者は

当然のこと，劇場を埋めつくす観客までも含んだ，

大規模な無形文化財のデジタル記録・再現が

行われていることに啓発され，我々の研究対象

を，個別の舞踊を記録し分析するというより，大

規模な文化的催し（祭りなど）とその観客らも含

めた，総合的で体験可能なデジタルアーカイブ

を構築する方向にシフトした． 

すなわち，大規模な祭などにおける関係者の

身体動作の記録再現，さらには主役ではない，

脇役としての祭りの観客なども視野に入れた，さ

まざまな人間の身体動作までも包含したものへ

と研究の視点を変更してきた．具体的には京都

の祇園祭における山鉾巡行にまつわる，山や鉾

の CG 再現，巡行時の各種の動きの記録と再現

も視野に入れた研究を開始した． 

このような研究経過と成果をふまえ，今回の研

究開始時点では，従来からの研究もさらに継続

させながら，より広い対象へと進展することを計

画した．すなわち，研究の主眼を個別の舞踊家

等による舞踊に置くのではなく，より多くのものを

包摂する，いわば「コト」を中心とする無形文化の

記録へと中心軸をシフトさせた． 

 
２．研究の目的 

京都・祇園祭の山鉾巡行における，曳き方，囃

子方，車方，音頭取，このような巡行関係者の身

体の動きを計測し，本学地理学教室で作成され

た西暦 2000 年当時の京都の街並みの CG，お

よび，いくつかの鉾や山の CG 再現を行い，当

時の山鉾巡行を再現することを目的とした． 

一方，従来から続けてきている，舞踊などの小

規模の無形文化財との関連では，ロボティクスや

インタフェースの分野では，複数対象の動作の

同期や引き込みの現象の解析が行われている．

しかし，無形文化財の動作解析の分野では，未

だ単独動作を対象としたものが大部分で，複数

人同時記録と解析はほとんど行われていない．   

また，海外でも文化遺産プロジェクトが盛んに

なっており，劇場や寺院などの建造物の再現だ



けではなく，それぞれの時代の演劇，あるいは生

活の様子など，人間の動作の様子を加えて表現

するという方向が始まっている．このように，本研

究においても，従来の研究成果を踏まえ，今後

は複数動作を対象としたダンスや古典舞踊など，

無形文化の動作計測・解析・再現，および，祭礼

や劇場演劇など，大規模な文化事象の記録と再

現に取り組むことを研究の目的とした． 

 

３．研究の方法 

本研究は，従来取り組んできた科研費のプロ

ジェクトと同様，情報工学の研究者と芸能，舞踊，

地理などの人文系研究者との協業により実施す

る．対象とする舞踊も，分担者の人脈により，能・

歌舞伎・日本舞踊などについて，専門（プロ）の

演技者の動作を計測し，解析の対象とすること

ができる．当初は，実験のしやすい，学生のカジ

ュアルなダンスから始め，順次，伝統的な舞踊を

対象とする． 

身体動作データを対象とする研究テーマとし

ては以下のようなものを対象とした． 

（１） 複数の演技者等の動作の関連性の解析 

（２） 祭礼・舞踊等のデジタル博物館の構築  

（３）身体動作データベースの構築と動作の類似

性に基づくデータ検索 

（４）Labanotation による能の仕舞動作の記録と

再現 

 

４．研究成果 

 本研究では，共同研究者の独自の研究背景と

研究課題に従い様々な研究成果が得られてき

た．（１）複数演技者による舞踊動作の解析，（2）

演技者と観客の相互作用により，それぞれが受

ける感性情報の分析．（3）バーチャルダンスコラ

ボレーションシステムの実現と評価，（4）身体動

作を譜面で記述する Labanotation を電子化する

研究の中で，特に能のような伝統的な動作を記

述し，またそれを CG で再現するシステムを実現

した．（5） 祇園祭山鉾巡行の様子を CG を使っ

て再現し，また，実際の巡行時に，鉾の振動の

様子や，鉾の上でのお囃子，周辺の音響を記

録し，これらの情報をバーチャルリアリティ（VR）

で再現するシステムの機能向上，および，イベン

ト等で，一般に公開し，評価を得ることができた． 

過去，ほぼ十数年にわたって行ってきた，舞

踊・演劇・祭などの無形文化財のデジタルアー

カイブ研究によって，それらの対象となった身体

動作データを大量に所有することになった．これ

らには学生ボランティアのヒップホップデータ，ラ

ジオ体操の動作などから，著名な演技者の能や

日本舞踊の動作データなどが存在している． 

これらについては，演技者人格権の問題など

もあり，簡単に公開することはできないが，許諾

を得たものから，データベースとして公開できる

ようにするための，「モーションキャプチャ・デー

タベース」のプロトタイプシステムをすでに構築し

ている．将来的には，公開条件等での許諾がえ

られれば，本学アートリサーチセンターのアーカ

イブの一部として，公開する予定である． 
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